
クワ毛ドキの観察
佐 藤 茂 樹

クワモドキは他の地方はいざ知らず、昨昭和31年春| わめて狭いものなのである。
に始めて、神戸市須磨区板宿町を流れる、妙法寺川の| 妙法寺川の川原に、この種子が運ばれてきた遠因は
川原で、その自生を見たもので、葉の分裂したところ| 別として、近因カ可11の上流にあるかも知れないので、
はアナの葉に似ており、花はプタクナそっくりの一年| 上流に当るす姥長寺への昆虫採集のときも、白川峠への
生草本である。果実は長さ 6 - 7 ミリ、径 4 - 5 ミリ| 植物化石採集の際にも、特別に注意を払ったものであ
で徴細という位ではないし、粘液を出して粘りつくと| ったが、それらしいものは全く見られなかったし、生
いうものでないのに、どうしてこの川原に運ばれてき| えた川原を中心に付近の草地を捜したが、ついに見出
たのか、果実の表面には縦軸に平行的ではあるが、 5 Iすことができなかった。
- 6個の線状の短い突起があるので、他物に突き刺さ| 移植したものはその後も順調な生育をとげ、 8 月の
ってでも運ばれたものか、まず散布の方法に疑問をも| 乾天続きにも雑草の故か、格別の衰えも見せず、台風
そコ。 9 号・と12号の被害も少なくすんで、無事に果実の完熱
この植物の若いものを始めて見たときには、属はお| を見ることができた。 32年春にまいた種子からは、ク

ろか科さえ解らず、分裂葉からオオハシゴシソウやア I 9に似た楕円形の二枚で厚い子葉を出した。これでー
すを想像したり、粗毛の多い所からヒユの仲間かと思| 応幼植物の時代から、開花結実に至るまで、一世代の
ったりして、図鑑などを見たが、資粧の乏しい弘の手 Ii輪廻をおおかた見届けたので、次にその大要をまとめ
元では、それらしい図や記載は皆無だった。何はとも| てみることにした。
あれ移植して見ょうと、その中の数本を花園に植えて| 茎 一年生の草本で茎の高さ 1 -1.5メートノレに達
見た。全部が活着して 7 月下旬には、ヒユに似た花穂| し、太さは食指大のものもあって、草としては壮大な
を出し、花軸が伸びると想像とは全く違った、プタク| 方で、全株に粗毛を生じ、対生葉の葉えきから枝を分
すに似てやや大形の雄花が込咲いたので、始めて分類上| つので、上下の枝は必ず交互直角に位置し、前後左右
の位置が明かになった。種名についてはその後になっ| に規則正しく排列し、全体としては四方に枝を出して
て、室井幹事の御好意によって知ることができたもの| 広い空聞を占めて展開する。
である。

A m b r o s i a  trifida L. 
葉おおむね対生で多くは 3 - 5 の掌状に分裂す
る。裂片は長楕円形で先は長く鋭くとがり、葉脚は模

クワモドキ ( アサノハプタクサ形を呈し葉柄に向って流れる。葉柄は長くその基部は
属名は牧野植物図鑑にギリ主ノヤ語の神の食物の意と| 多少茎をだくようになっている。最下部の棄は分裂し
あり、種名は辞書によると 3つに分裂していることを iiないし、花穂の下部の小形葉も分裂せず、この葉は不
示している。プタクサも常禄のプタクサモドキも共! 完全で柄もない。縁辺には粗い鋸歯があり、葉の表面
に、北米原産の帰化植物であるから、この植物もおそ| は謹議色であるが、裏面の色は薄い。表裏共に短い粗
らく何かの機会に、はるばる太平洋を渡ってきたもの| 毛があり、乾燥したものはムクノキ状のずラザラした
だろうと思われる。 I手ざわりがある。
発生地の妙法寺川は、領家花崩岩だといわれる、黒| 花雌雄同棟で雄花は長い穂をなし. 雌花は地花穂
雲母花崩岩から成る地域で、高取山と須聾連山との間| に近い葉えきに生ずる。
を深く浸蝕して、奥の白川l悼の方から南に向い、板宿| 雄龍雄花序は茎頂や枝端に穂状をなし、頭状花を
に出て扇状地を作り、東須藤の平野を流れて瀬戸内海 150 - 6 0 個から1∞~ 抑個もつける、すこぶる長いもの
に注ぐもので、昭和13年の大水の際、この川もはんら I ; がある。頭花の直径は 5 - 6 ミリで、 1個の頭花の中
んして人畜、田畑に大損害を与えたものであるが、今| に小花が25-30個もある。小花は全部が 5 の合弁管状
は改修されて両岸は石垣積となり、 )11原といっても、 l花で、開花前のものは球形であり、まさに開かんとす
花踊岩の風化でできた砂れきと、泥土の堆積したもの| るものは、中の黄色の花績が透いて見え、花弁そのも
で、セシダシグサ、タガラジ、カワジナ、セリ、イヌ| のも黄色を帯びるようになってくる。周辺の花から咲
ムギ、カモジグサ、ミゾソパなどの生える程度の、き| きはじめて段々と中央に向って咲き進むので花期が長
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ぃ。中の方にある未開のものは、小さい球形で青緑色
を呈している。雄ずいは集ゃくではなく、 5 本は互に
離生している。頭花を保つ総査は浅い血状で、短かい
柄で花穂の軸につき、下に向っているのがおもしろ
い。このため花の雨露にぬれるのを防ぎ、花替の飛散
にも都合がよく、進化の上から優位者であることが考
えられる。総萄は緑色で皮質であり、外に向った方に
歯形の切れこみがある。頭花は下方のものから願次上
方に咲きのぼる無限花序で、各頭花の中では周辺から
中心へ咲くので、後には長い花穂全体の上から下ま

セ堕乞

で、百余の花が一斉に咲いて、黄色の花粉を散ずるた
め、花粉の量がきわめて多しこの草の茂った路傍草
原では、花時そよ吹く風に振り出される花粉で、あた
り一面黄色一色となり、外国に多い呼殴器の障害、花
粉病の誘因をなすであろう、自然界の情景が想像され
る。花期は 7 月下旬から 8 月を越えて、 9 月始めにま
で及んだ。
雌花断E序は枝を分つ葉えきを主とし、まれには

雄花穂の花軸の下方に生じ、単立するものもあるが、
多くは数個集って塊状をしている。頭状花は 1個の花

から成り、緑色で葉状
の総琶に包まれる。子
房は倒卵形で先は鋭く
とがり、柱頭は白色糸
状で先が 2 つに分れて
いる。
果実未熟のものは

初め緑色であるが、後
に白味勝ちの黄色とな
り、一部には紫色の不
規則な条続も現われ、
熱するとまた色が変つ静一る鶏して自然に地に落ちた
ものは、色も形も土栓
に似ていて判別し難
い。果皮には肩部に 5φ - 6個山個の突
起があり、親状で長さ
は短かいが鋭くとが
り、果実り縦軸にほぼ
平行で上に向いている
ことは、前に記した通

殺りであるーを
除くと中に 1個の黒い
種子がある。雌花序の
中には未熱に終る偽果
状のものがあり、単立
した花からできた果実

ゅは鰍の集取らで
きた果実より目立って
大きく、同じ株から生
じた果実でも大小種々
で、ほうこう変異が著
しい。
以上でクワモドキの

(270ページへ)
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れる。 1 • I表に上げた群は外洋性と考えてよく、特
内海灘間 | に E表に含まれるものは純外洋怪指標となし得ょう。
1  5  I  I表の殆どが腹足類であり、 E表の大部分が斧足類で

1. 種教に大差ある科

Stomatidae フルヤガイ科
Archit配 tonicidae クルマガイ科
Strombidae スイνヨクガイ科
Janthinidae アサガオガイ科
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Eratoidae ヂクロガイ科
Amphipera tidae クミウナギ科
Cypraeidae タカラガイ科
C assididae トワカムリ科
Cymatiidae ブジヅガイ科
Bursidae オキニジ科
Rapidae カブラガイ科
Olividae マクラガイ科
Mitridae フデガイ科
Isognomonidae νユモクアオリ科
Spondylidae クミギク科

1. 内海に分布しない税
Planaxidae ゴマブニナ科 o  3  
Conidae イモガイ科 o  46 
Hydatinidae ミスガイ科 o  2  
Cavoliniidae カメガイ科 o  11 
Siphonodentaliidae クチキレツノガイ科 o  2  
Argonautidae カイダコ科 o  3  
Angariidae カタベガイ科、 Modulidae カタペダマ
V 科、 Ficidae ピワガイ科、 Bullariid宝e ナツメ
ガイ科 Nuculanidae チリロクパイ科、 Candyloー
ロrdiidae ケνノミガイ科以上各々 o  1  
1. 潮岬に分布しない私

Stenothyriidae ミズゴマヅボ科 3  0  
Limopsidae オオ乙/ ラスナガイ科 2  0  
Sportel1idae ケブメガイ科 3  0  
Montacutidae へノジガイ科 3  0  
Throciide スエモノガイ科 3  0  
Hydrobiidae ヌマヅボ科、 Sclemyidae キヌタレガイ
科、 KellyelJidae ケνトリガイ科、 Glauconomidae
ノ、ナグモリ科、 Pandoridae ネリガイ科、 M y o -
chamidae カタピラガイ科、 Cuspidariidaeνヤク
νガイ科 以上各々 1  0  
以上の如く説明を要せぬくらい明かな相違が認めら
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あることも注意すべきである。
4. 田辺還との比較
紀州田辺湾は外洋に面した典型的な内湾であるが、
内海と丘鍛すると共通点を見出すことが出来る。田辺
湾口に多いクロブジヅボは紀伊水道より播磨灘南部に
かけて、及び伊予灘に見られる。タマキピ類は田辺湾
では湾口より奥にかけて分布帯の変遷が見られる
が、内海では全般的にアラレタマキピ、タマキピ、ヒ
メワズラタマキピが分布し、潮間帯において高位と低
位の住み分けを示している。つまり内海は、伊予灘・
紀伊水道が外洋に面する湾口に相当する大きな両口を
有する内湾と見なすことが出来る。
5. 分布に輿喋ある種
分布上興味ある種には、ハナグモリ・アグマキ・イ
νゴロモ・ハイガイ・ゴヅヅガイ・チリメシユキガ
イ・ビヨクプガイ・ササグエガイなどの二枚貝、 νマ
ヘナタリ・クロへナタリ・オカミミガイ・クネハナム
ジロなどの巻貝がある。これ等は日本列島の島模化と
ともにその生息圏を狭められ、僅かに処々の内湾に遺
存するもので、王子晩死滅してしまうに違いない。
更にチヨノハナガイ Ovコロエガイ・ムラサキイガ
イ・イジカグガイ・エゾマテ・ブトオピクイ・ナミガ
イ・ヒメνラトリ・ナピ志/ ラトリ・オオノガイ・ νラ
トジモドキ・ホトトギス・ネムグリガイなどは遠く北
海道、千島に至る分布を有し、北方系と見られる種類
である。ムラナキイガイは帰化種であるが他は往古の
分布菌が残存したものと考えられる。
このように内海は種々の点で外洋とは異る貝類相を

有し、他の生物相例えば魚類相も似た特性を有してお
り、地理的な分布の観点からも内海を独立した分布区
域と考える必要があろう。

あとがき
このような考察には目録を附すべきであるが紙面も

ゆるさないので、別に編さんする予定である。内海各
地区の既刊目録の一覧もそれにゆずってここにか L げ
ることをやめる。御了承をお願いする次第である。

(246ページより にも個体異変の多いのが、著しく開立つ現象であっ
一代記を終るが、同一環境でありながら株によって雌| た。近縁のプタクサがいたる所に在来種を押しのけ
花の教に大差があったり、節間にも長短があり、中に| て、単純群落をつくっているように、この摘物もほぼ
は節聞が極端に短縮して、四枚の輪生葉状となり、一| 類似のコースを取って、各地にその土着の姿を見るよ
節から四方に枝を出したものもあって、僅かの株の間! うになるのではあるまいか。
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